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大船駅から西側を望むと、小高い丘の上に白い観音像
が見える。大船駅を利用したことのある者なら、覚えのある景色である。 「大船観音」の名称で親しまれているこの像の建立に携わり、また、その傍らにある寺院、無
我相山黙仙寺の開基でもある人物は、国士舘とも縁の深い、濱地八郎（はまちはちろう）である。
当資料室には、学外からも国士舘について多数の問い
合わせが寄せられるが、二〇一四（平成二六）年三月、濱地八郎の子孫である濱地光男氏から問い合わせがあり、また、同じく八郎の子孫であり光男氏の従兄にあたる濱地勝太郎氏と接する機会を得た。七月に 、林天朗居士著・濱地光男編『金剛経に一生を捧げた濱地八郎天松居士』刊行の会に招待を受け、当資料室佐々博雄室長とともに多くのご教示をいただいた。
濱地八郎は、弁護士であり、一九三二（昭和七）年の
五・一五事件の際に連座した頭山満 三男秀三の弁護を務めたともいわれる。また、信仰心に大変篤く 金剛経を修め、後年大船観音の建立に尽力し 人物としても知
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られている。本稿では、国士舘の草創期からの支援者、濱地八郎について取り上げる。
濱地八郎は、一八六四（元治元）年五月八日、筑前国
福岡鳥飼村（現福岡市中央区鳥飼）に父濱地小藤次、母ノブの長男として生まれ、幼名を常太郎といった。父である小藤次（後に辛、諱を信成）は黒田藩足軽組、神道夢想流杖術師範であった。小藤次は、幼少より神道夢想流杖術師範であった父濱地清市信敏 、杖術や捕り手の術を修得し奥義を極め、六歳のときに 藩主の前で杖術を披露したといわれる。しかし、小藤次の息子常太郎は、武道の家に生まれながらも 病弱であったため、武道の道に進むことはなかった。母ノブの実家尾石家は旧家で、一八六五（慶応元）年二月に 方の祖父尾石八郎繁実が他界したため、父の小藤次とともに尾石家の遺産管理のため、尾石家に引き移った。常太郎はその時に祖父八郎の名を継ぎ、濱地八郎とな （濱地勝太郎著『濱地家の話』私家版、二〇〇二年） 。
とはいえ、八郎は武道の家に生まれ育ったことから、
武道に無関心ということではなく、杖術についてはいくつかの逸話が残って るという。 『神道夢想流杖 その伝承』 （ 「神道夢想流杖 その伝承」刊行会、一九八一 ）
「見聞あれこれ」のなかで、著者の濱地光一（八郎五男、光男氏の父）は、
父（八郎）
の湯のみ茶碗の中には、いつも四分の一程の茶が
残してありました。これはイザという時に相手の顔にブチかけるためのもので、子供の頃からの習慣（躾？） で未だに抜けない、 と申しておりました。 （中略）父は左右の手が全く同じように使え、身体のやわかいこと角兵衛獅子の子供の でした。物心つく頃から幅飛び（特殊な草を飛ぶ だそうです） ・走ること・角力等で身体を鍛え、夜は父辛
（八郎の父）
に背負わ
れて獄門首であやされたことも度々あったそす。子供の 武術としては、短剣を持ち右足を出しつつ左ヒザを床につけるほどに折り、ヘソの下を突く、何回でもこれをやらされたそうです。 （中略）父は、私にこう言って聞 せま 。 「杖の修業
（行）
は、
先師の残された形を、疑うことなく を信じ 少しもくずすことなく、同じ形 千遍も万遍もくり返し、身体にこれを覚えさせておく だぞ、ただし、真剣勝負の時には、この形を全部忘れてしまえ。 」
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と回想している。
濱地は、小学校卒業後に正木昌陽の不狭学舎に入り、
一六才まで漢学を学び、次いで一八八一（明治一四）年から四年間、藤雲館（後の修猷館）において欧米の法律学や政治学、経済学を学んだ。一八八五（明治一八）年二〇歳のときに 高等司法試験に合格、福岡県御用掛に任命されているが、半年 辞任し遊学のため上京している。しかし、病のため帰郷し、一八八七（明治二〇）年には地元の株式会社久米地銀行に就職 たが これも辞職している。
自主性のある仕事を希望し、翌年再度上京するも、福
岡での弁護士資格は田舎弁護士 して不利だとして、東京での弁護士試験を受験 合格 一八九〇（明治二三）年には東京弁護士会に登録 、京橋区木挽町の借家 法律事務所を開業した。現在も当地の近くに濱地八郎法律事務所の後身 、建築事務所、ギャラリーなどを運営する株式会社濱地商会 事務所がある。ちなみに、濱地八郎法律事務所の看板 、朝鮮の金玉均の筆であったとされている（前掲『濱地家の話』 ）
以降、福岡の同郷であり、修猷館の先輩でもある金子
堅太郎の推挙により、一八九九（明治三二）年 農商務省の山林訴訟を担当する嘱託弁護士となった。爾来六〇
歳で定年退職するまで、 国有林や民有林の整理にあたり、また、家禄賞典録の民間代理人、行政訴訟調停弁護人としても活躍した。加えて、一九〇七（明治四〇）年には第一徴兵保険株式会社（後 東邦生命保険）の取締役、また監査役にも就任、その後、三井銀行、第百四十七銀行（後の鹿児島銀行）の顧問をも務めている（前掲『濱地八郎天松居士』 ） 。
先述したとおり、濱地は幼少時より病弱であったこと
から信仰心に篤かったが、特に東京遊学時代に大病したこともあって、一八八八（明治二一 年、曹洞宗禅師日置黙仙に会い金剛経の講義を聞いたことに啓発されると、さらに曹洞宗老師秦慧芳、臨済宗禅師勝峯大徹、真言宗禅師釈雲照らについて、とくに金剛経を修め、自ら「天松居士」と号した。
一九〇七（明治四〇）年には、偶然家族旅行で訪れ、
目にとまった大船駅前の鎌倉市大船町岡本の山林を購入し、一九〇九（明治四二）年 金剛経の普及・修養を目的と て、静岡にあった祐昌寺を前身に、曹洞宗無我相山黙仙寺を建立し、 恩師である禅師日置黙仙に寄進した。
濱地が国士舘と関わり始めるのは、一九一九（大正八）
年のことである。一九一七（大正六）年、麻布区笄町（現
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港区南青山）に創立した私塾国士館は、塾生の増加による教場の狭さから、広い校地を求め移転を決意し、一九一九（大正八）年に世田谷の （現在の世田谷キャンパス）へ移転する。それとともに、国士舘発展の基盤を築くべく財団法人 設立を企図し、同年一〇月六日付で文部大臣中橋徳五郎宛てに申請、一一月七日付で認可を受けた。このとき、申請書中の 人には柴田德次郎と小村欣一、代理人には濱地八郎、古岡力太郎が名を連ね、財団法人国士舘寄附行為には評議委員のひとりとして濱地八郎の名が刻まれている。
また、時期が多少前後するが、国士舘の母体である青
年大民団の機関誌『大民』第四巻第五号（一九一九年五月一日発行）には、 「国士館新築相談会」と題する写真が掲載されており、そ 写真中に濱地八郎も顔をそろえている。加えて、同誌には同年七月二七日に開催された「国士館上棟式記事」の掲載もあり、式典の列席者名のなかに「濱地八郎先生」との名前が見える。
後年、濱地の四男常勝（勝太郎氏の父）は、濱地が国
士舘と接点をもった頃を振り返って、甥の光男氏へ宛てた手紙のなかで以下のように書き残し いる。
観音建立発願の前のことから少々くどいが書いてお
く。昭（大正）
和七、八年の頃、丁度鶴子姉が頭山家に嫁入する
頃か？父の全盛時代頭山さんの紹介で柴田德次郎、花田大助の二人が来訪、世田ヶ谷の松蔭
（陰）
神社の近く
に国志
（士）
舘を作る相談に来られた。
福岡県より若者が私大入学の場合で宿にこまるので、宿舎と大講堂を建てゝ格安な健全な合宿所を作り昼は大学で勉学し、夜は柔剣道正座で心身をきたえ、国の役に立つ愛国学生を作るのが目的 、在京の有力者より金を集めて作り度い。頭山先生に御願いしたら、 こちらで良く相談するようにというので父が賛成してこの二人を指導して計画 り、仕事が進展して行き、大講堂と二階建の合宿所 出来柔剣道の先生そ 他の住宅七 八個が次々に完成し柴田德次郎が舘長となり 妹 婿山田（後満洲国鏡白（泊）
学園長となり匪賊と戦い一同戦死）を総務にし花
田氏と中
（仲）
間われてしまう。 （後略） （濱地光男氏所蔵）
ちなみに、この手紙の送り主である濱地常勝は、小説
家内田百閒の法政大学教授時代の教え子で、百閒の紀行文「第二阿房列車」に登場する、博多駅ホームで を出迎える「賓也君」である。
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史料中には、八郎三女鶴子が頭山満の長男立助に「嫁
入する頃」 、つまり一九一九（大正八）年に、国士舘の顧問を勤めていた頭山が、福岡の同郷の誼ということもあってか、濱地と柴田らを引き合せたことがわかる。また、この手紙の送り主である濱地常勝には、国士舘初代学長を務めた長瀬鳳輔の四女敏子（勝太郎氏の母）が嫁いでおり、濱地家は頭山家 ほか長瀬家とも姻戚関係にあった。
頭山と濱地との直接の接点には、ひとつには濱地を嘱
託弁護士に斡旋した金子堅太郎が関与していると考えられる。 金子は一九一七 （大正六） 年の国士舘創立に携わっており、頭山とも既知の仲であっ 。国士舘草創期かの支援者の一人、野田卯太郎の一九二一（大正一〇）年五月二一日『日記』には、 「国士舘相談会にトウトウ亭に清浦、金子、栗野諸子、頭山、浜
（ママ）
地、花田等と相談す」
（福岡県地域史研究所蔵）とあり、金子・頭山・濱地とも国士舘相談会へ出席していることが窺がえる。金子はその後、同年七月に発足した国士舘維持委員会委員もめている。
こうして、 国士舘の運営に関わることとなった濱地は、
財団法人国士舘の発足に際し、一九一九（大正八）年一
〇月の『大民』 （国士舘新築記念号）誌上に「国士館に希望す」との一文を寄せている。
物質文明につれて思想界の退歩は実に歎かはしき程度にまで及びつゝある今日に於て之が救済をなすには勢ひ教育の力に俟なければならぬ事は勿論である。然してその教育の力たる最も精神界に重を置くべきを要することは識者を俟 ずして明なるところである。然るにその実行に於て甚だ困難を感じ居りしに今般国士館の設立を見る 至りしは国家の為めに実に慶賀すべき至りである。就ては、その実行をなす 当つては徒らに空理にはせずし 著実な 道徳的の理想に基づく教育をほどこすことを希望す次第である。 （中略）総ての問題 対しても我国が数千年来養ひ来りたる思想を根本としてその思想を現代に行ひ得べく研究すべきである。従て国士館教育方法は人道の上に学問を建設 ことを目的とすることを希望する次第であ 。 （ 『大民』第五巻第一号、一九一九年一〇月二〇日）
濱地は、 「物質文明」が充実したことで、精神修養が
疎かになり堕落の一途を辿る状況を憂いて、この打破に
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は教育の力、 特に道徳面の教育が肝要であるとしている。これをふまえ国士舘では、 こ 道徳的教育 「人道の上に」 、教養として「学問」を教授すべきと説いている。
また濱地は、同年一二月の『大民』では「内的研究」
と題して、
人の修養して行く道に二つあると思ふ、即ち一は外的修養、一は内的修養である。外的修養とは奈何といふと自分以外の研究で、内的修養と云ふ事は自分と云ふ者を研究することである。そこで昔でも今でも同じであるが、凡人の終
（修）
養は外に向つて内を忘れ
て居る。然し乍ら総ての社会万般の事は内の修養が本になつて外の修養が末にな 、で内 修養とは何んな事かと云ふ 、自分の身体と自分の心の研究である。 （中略）国士館が設立されたるに就 は外的学問と共に此の内的の研究を大いに奨励して見たいと思ふの念切 るものがある である。 （ 『大民』第五巻第三号、一九一九年一二月一日）
と述べ、国士舘の教育では、学問とあわせて「内的修養」つまり自身の精神修養に重きを置くことを切願し いる。
大正 14年　左より柴田德次郎、野田卯太郎、頭山満、濱地八郎
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濱地八郎もまた、当世の知識偏重教育に異を唱え、精
神教育の重要性を説き、国士舘教育の理念に共感、賛同する良き理解者であった。
一九二六（大正一五）年六月三日、東京飛鳥山の渋沢
栄一邸において行われた国士舘完成長老懇談会で、国士舘とその教育について関係者が是非を評価した「国士館関係諸関係 御批評」 （渋沢史料館所蔵）が配布された。そのなかで濱地は「国士館の世話人の様な人は、歴史を通じても滅多に無い、いゝ人方が出たもんだ、あの人方の達者な間に、信づる心のあ 若 者に、あの形丈けでも良いから見せて置いてやり度いものだね、もう んな人は日本にも一寸出まいぜ。 」と述べ、国士舘の支援者らに触れ、このような傑人に恵まれた学校は他にないと豪語している。
濱地は、国士舘での夏季講習会で講師として教鞭を
とったとされ、講義内容は金剛経で 受講者から好評であったようだ（前掲『濱地家 話』 ） 。ちなみに 一九二二（大正一一）年の「第一回夏季講習会記事」 （ 『大民』第八巻第九号、一九二二年九月一日）には、八郎三男常武も夏季講習を受講したと記録さ ている。
しかし、一九三三（昭和八）年五月、国士舘内に生じ
た人事問題が契機となり 濱地は国士舘を離れていくと
考えられる。一九三四（昭和九）年二月から六月まで、濱地は一時理事にも就任したが、評議委員としては一九一九（大正八）年に就任して以来学園を支えてきた。一九三八（昭和一三 五月一二日の代行理事理事会で評議委員の任期満了に伴い再任となるが、この記録を最後に、委員としての確認はできない。 か 評議委員の任期が五年のため、一九四 （昭和 八）年頃まで在籍していた可能性も否定できない。
一方で、濱地は道義の退廃を憂い、世相浄化の一助と
なるよう観音信仰普及のために無我相山黙仙寺の傍らに護国観音の建立を発願し 一九二七（昭和二）年二月金子堅太郎、頭山満、清浦奎吾、花田半助 助 らとともに護国大観音建立会を組織して寄付を集め、一九二九（昭和四）年に造仏に着手した。花田半助は柴田と肩を並べる国士舘の創設メンバーで 法人理事の一人であったが、濱地と同時期に 大船観音建立の一念国士舘を離れている。観音像建立は、世界恐慌 煽りにより寄付が集まらず、一九三四（昭和九）年にやむなく中断した。その後戦局の悪化に伴い築造できず 最終的には戦後になってから曹洞宗禅師高階瓏仙が中心となり築造を再開することとなる。
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戦時中、濱地は一時福岡鳥飼の家に疎開するも、一九
四四（昭和一九）年一〇月の頭山満死去の報で上京し、神奈川県茅ヶ崎の三女鶴子の家に滞在中、福岡の家が戦災で焼失してしまったため、そ まま茅ヶ崎に移り住んだ（前掲『濱地家の話』 ） 。
晩年はとても穏やかな余生を送り、一九五五（昭和三
〇）年五月頃に病床につきながらも、日々金剛経の読経は続けたという。そして一〇月五日、息を引き取った。九二歳のまさに大往生であった。生前、建立に尽力し大船観音が完成を見るのは、濱地の死から五年後の一九六〇（昭和三五）年のことである。そ 遺骨は 無我相山黙仙寺の開基として黙仙寺の墓所に納められている。
二〇一四年九月には、濱地勝太郎氏・濱地光男氏・勝
太郎氏夫人知恵子氏が本学へ来校 れ、濱地八郎書掛軸乃木希典漢詩「金州城外作」の寄贈を受けた 本誌二一五頁写真参照） 。勝太郎 によれば、書道にも通じていた濱地が戦時中に認めたものと ことで その温かくも堂々 る筆運びには、書家横山雪堂 「法律家であって少しも法律を振り回さず 博覧強記の学者であるにも係わらず、円満玲瓏玉の如き徳人であった」 （横山雪堂「書道よりみたる濱地八郎」 〔前掲『濱地家 話』 り引用〕 ）
と評した濱地の人柄を彷彿とさせる。
永い時を経てもなお、国士舘が直接の支援者のみなら
ず、その家族や子孫の方々にも支えられ、今に発展していることに深い感慨を覚える。
